
「高
氏
」

「尊
氏」

か
ら

'̂ 

ー

『太
平
記
』
巻
十
三
の
構
成
と
展
開

|

『
太
平
記
』
巻
十
二
は
、
隠
岐
か
ら
還
幸
し
た
後
醍
醐
帝
に
よ
る

「公
家

一

統
政
道
」
に
つ
い
て
記
述
し
つ
つ
も
、
そ
の
施
策
の

一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
の
③

元
弘
三
年
(
一

三
三
三
)
十
月
に
北
畠
顕
家

(陸
奥
守
)
が
義
良
親
王

(
母
は

阿
野
廉
子
)
を
奉
じ
て
陸
奥
に
下
向
し
た
事
を
記
さ
ず
、
⑧
同
十
二
月
に
足
利

直
義
が
成
良
親
王
(
母
は
阿
野
廉
子
)
を
奉
じ
て
鎌
倉
に
下
向
し
た
事
を
記
す

前
に
、
建
武
元
年
(
一
三
三
四
)
十
月
に
逮
捕
さ
れ
た
護
良
親
王
(
母
は
民
部

卿
三
位
)
が
同
十

一
月
に
鎌
倉
へ
送
致
さ
れ
た
事
を
語
る
。
③
に
つ
い
て
は
、

漸
く
巻
十
五
に
顕
家
の
名
が
出
る
の
み
で
あ
り
(
義
良
親
王
は
巻
二
十)、

⑧

に
つ
い
て
は
巻
十
三
に
記
さ
れ
る
。

(注
l
)

巻
十
三
の
章
立
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
龍
馬
進
奏
事

谷

土百

伊

太

雄

二
、
藤
房
卿
遁
世
事

=
一、

北
山
殿
謀
叛
事

四
、
中
前
代
蜂
起
事

五
、
兵
部
卿
宮
莞
御
事
付
干
将
莫
耶
事

六
、
足
利
殿
東
園
下
向
事
付
時
行
滅
亡
事

19-

第
一
章
冒
頭
は
「
鳳
閥
ノ
西
二
燦
高
倉
ニ
、
馬
場
殿
ト
テ
、
俄
-
一
離
宮
ヲ

被
レ立
タ
リ
。
天
子
常
-
一幸
成
テ
、
歌
舞
・蹴
胸
ノ
隙
ニ
ハ
、

弓
馬
ノ
達
者
ヲ

被
レ召
、
競
馬
ヲ
番
ハ
セ
、
笠
懸
ヲ
射
サ
セ
、
御
遊
ノ
興
ヲ
ゾ
被
レ添
ケ
ル
」
と

始
ま
る
が
、
護
良
親
王
が
捕
え
ら
れ
幽
閉
さ
れ
た
巻
十
二
の

「馬
場
殿
」
を
連

想
さ
せ
る
二
条
高
倉
の

「馬
場
殿
」
が

「俄
ニ
」
建
造
さ
れ
た
と
の
叙
述
は
、

同
じ
く
巻
十
二
に
記
さ
れ
た
大
内
裏
造
営
計
画

・
神
泉
苑
修
造
と
と
も
に
、

「天
皇
の
絶
対
性
を
誇
示
す
る
」
こ
と
は
で
き
て
も
「
戦
乱
に
疲
弊
し
き
っ
た

民
衆
の
生
活
を
か
え
り
み
る
こ
と
」
の
な
い
「
天
皇
お
よ
び
側
近
た
ち
の
政
治
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(注
2
)

感
覚
の
欠
如
を
は
っ
き
り
物
語
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
、
「其
比
」
佐
々
木
塩
冶
判
官
高
貞
か
ら
献
上
さ
れ
た

「
月
毛
ナ
ル

馬
ノ
三
寸
許
ナ
ル
」

「其
相
形
ゲ

ニ
モ
尋
常
ノ
馬

ニ
異
」
な
る

「
龍
馬
」
を

「誠
ニ
天
馬
-
一
非
ズ
パ
斯
ル
駿
足
ハ
難
レ有
ト
テ
、
叡
慮
更
-
一
類
無
」
か
っ
た
後

醍
醐
帝
が
「
馬
場
殿
-
一
幸
成
テ
、
又
此
馬
ヲ
叡
覧
有
」
て
、
洞
院
公
賢
に
そ
の

吉
凶
を
尋
ね
る
話
へ
と
展
開
す
る
。

公
賢
は
「
天
馬
ノ
聖
代
-
一
来
ル
事
第

一
ノ
嘉
鮮
也
」
と
し
て
、
中
国
故
事
を

引
き
つ
つ
「
此
龍
馬
ノ
来
レ
ル
事
、
併
例
法
・
王
法
ノ
繁
昌
賓
詐
長
久
ノ
奇
瑞

ニ
一候
ベ

シ」

と
述
べ
た
の
で
、
「
主
上
ヲ
始
進
セ
テ
、
嘗
座
ノ
諸
卿
悉
心

-一
服

シ
旨
ヲ
承
テ
、
賀
シ
申
サ
ヌ
人
ハ
無
」
か
っ
た
。

「
暫
有
テ
」
参
内
し
た
万
里
小
路
中
納
言
藤
房
に
向
か
っ
て
、

帝
か
ら

「天

馬
ノ
遠
ヨ
リ
来
レ
ル
事
、
吉
凶
ノ
問
、
諸
臣
ノ
勘
例
、
己
ニ
皆
先
畢
ヌ
。
藤
一房

ハ
如
何
恩
へ

ル
ゾ
」
と
「
勅
問
」
あ
っ
た
の
に
対
し
、
藤
房
は
「
天
馬
/
本
朝

ニ
来
レ
ル
事
、

古
今
未
ダ
其
例
ヲ
承
候
ハ
ネ
パ
、
善
悪

・
吉
凶
勘
へ
申
難
シ
ト

イ
へ
ド
モ
退
テ
愚
案
ヲ
回
ス
ニ
、
是
不
レ可
レ有
ニ吉
事
一」
と
し
て
、
や
は
り
、

そ
の
根
拠
た
る
中
国
故
事
を
引
用
、
更
に

「
今
政
道
正
カ
ラ
ザ
ル
ニ
依
テ
、

房

星
ノ
精
、
化
シ
テ
此
馬
ト
成
テ
、
人
ノ
心
ヲ
蕩
カ
サ
ン
ト
ス
ル
者
也
」
と
否
定

的
見
解
を
述
べ
、

「其
故
ハ
大
観
ノ
後
民
弊
へ
人
苦
デ、

天
下
未
レ安
レ
パ
、
執

政
吐
レ
晴
ヲ
、
人
ノ
愁
ヲ
問
、
諌
臣
上
レ
表
ヲ
、

主
/
誤
ヲ
可
レ
正
時
ナ
ル
ニ
、

百
酔
ハ
祭
ニ
姪
シ
テ
世
ノ
治
否
ヲ
不
レ
見
、
群
臣
ハ
旨
ニ
阿
テ
園
/
安
危
ヲ
不
レ

申
」
と
現
状
を
批
判
す
る
。
以
下
、
記
録
所
・
雑
訴
決
断
所
が
機
能
し
て
い
な

い
こ
と
、
「
公
家
被
官
」
に
傾
斜
し
た
恩
賞
の
不
公
平
、
大
内
裏
造
営
へ
の
疑

問、

守
護
に
比
べ
国
司
の
権
威
が
増
大
し
た
こ
と
と
御
家
人
の
称
号
廃
止
と
の

問
題
点
な
ど
を
列
挙
す
る
。

そ
の
上
に
重
ね
て
「
今
度
天
下
ヲ
定
テ
、
君
ノ
震

襟
ヲ
休
メ
奉
タ
ル
者
ハ

、
高
氏

・
義
貞

・
正
成

・
国
心

・
長
年
ナ
リ
」
と
し
て

「
其
志
節
ニ
嘗
リ
義
三
向
テ
忠
ヲ
立
所
、
何
レ
ヲ
カ
前
ト
シ
何
レ
ヲ
カ
後
ト
セ

ン
。
其
賞
皆
均
爵
是
同
カ
ル
ベ

キ
慮-一

、
園
心

一
人
僅
ニ
本
領
一
所
ノ
安
堵
ヲ

全
シ

テ、

守
護
恩
補
ノ
図
ヲ
被

-召
返
-
事
、
其
答
ソ
モ
何
事
ゾ
ヤ
」
と
具
体
的

に
批
判
し
、
「
痛
哉
今
ノ
政
道
、
只
抽
賞
ノ
功
-
一
不レ
骨
回
議
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。
粂
テ

ハ
給
言
ノ
掌
ヲ
翻
ス
障
ア
リ
」
と
慨
嘆
し
つ
つ
「
今
若
武
家
ノ
棟
梁
ト
成
ヌ
ベ

キ
器
用
ノ
仁
出
来
テ
、
朝
家
ヲ
編
シ
申
事
ア
ラ
パ

、
恨
ヲ
含
ミ
政
道
ヲ
病
ム
天

下
ノ
士
、
糧
ヲ
荷
テ
招
ザ
ル

ニ
集
-フ
ン
事
不
ν
可
レ
有
レ
疑
」
と
の
懸
念
を
も
表

明
し
、
「
天
馬
」
に
つ
い
て
最
終
的
に
「
量
不
吉
ノ
表
事
ニ
候
ハ
ズ
ヤ
。
只
奇

物
ノ
翫
ヲ
止
テ
、
仁
政
ノ
化
ヲ
致
レ
ン
ニ
ハ
不
レ如
」
と

「
誠
ヲ
至
シ
言
ヲ
不
レ

残
」
述
べ
た
と
こ
ろ
、
「
龍
顔
少
シ
逆
鱗
ノ
気
色
有
テ
、

諸
臣
皆
色
ヲ
嬰
ジ
ケ

レ
パ
、
旨
酒
高
舎
モ
無
興
シ
テ
、

其
日
ノ
御
遊
ハ

サ
テ
止
ニ

ケ
リ
」
と
い
う
結

果
と
な
る
。

第
二
章
は
、
第

一
章
後
半
に
登
場
し
た
藤
一房
の
、
遁
世
を
め
ぐ
る
章
段
で
あ

守令
。

「
其
後
」
も
「
連
績
シ
テ
諌
言
ヲ
」
奏
上
し
た
け
れ
ど
も
「
君
途
ニ
御
許
容

無
リ
シ
カ

バ
、
大
内
裏
造
営
ノ
事
ヲ
モ
不
レ
被
レ止
、
蘭
籍
桂
箆
ノ
御
遊
猶
頻
」

り
で
あ
っ
た
た
め
、
藤
房
は

「
固
定
ヲ
諌
粂
テ
、

臣
タ
ル
道
我
-
一
於
テ
至
セ

リ
。

ヨ
シ
ヤ
今
ハ
身
ヲ
退

-
一
ハ
不
レ知
」
と
、
決
意
を
固
め
る
。

三
月
十

一
日
の
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
行
幸
に
、
検
非
違
使
別
当
と
し
て
「
是

n
U
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ヲ
限
ノ
供
奉
」
を
し
た
藤
一
房
は
、
行
事
終
了
後
「
致
任
ノ
矯
-
こ
参
内
し
、

「
龍
顔
ニ
近
付
進
セ
ン
事
、
今
ナ
ラ
デ
ハ
何
事
-
一
カ
」
と
考
え
て
「
其
事
ト
ナ

ク
御
前
ニ
祇
候
シ
テ
、
龍
逢
・
比
干
ガ
諌
ニ
死
セ
シ
恨
、
伯
夷
・
叔
湾
ガ
潔
キ

ヲ
踏
-
一
シ
跡
」
を
「
終
夜
」
語
っ
て
「
未
明
」
に
退
出
し
、
「
陣
頭
ヨ
ワ
車
ヲ

パ
宿
所
へ
返
シ
遺
シ
、
侍
一
人
召
具
シ
テ
、
北
山
ノ
岩
蔵
ト
云
所
へ
趣
」
き

「此
ニ
テ
不
二
房
ト
云
僧
ヲ
戒
師
ニ
請
ジ
テ
、
途
-
一
多
年
奔
趨
/
儒
冠
ヲ
解
デ
、

十
戒
持
律
ノ
法
程
」
に
な
っ
た
。

こ
の
事
を
知
っ
た
後
醍
醐
帝
は
「
無
レ
限
驚
キ
」、
父
親
の
宣
房
に

「
其
在
所

ヲ
急
ギ
尋
出
シ
、
再
ビ
政
道
輔
佐
/
臣
ト
可
ν
成
」
と
命
じ
る
。
官
房
は
「
一
泣
々

車
ヲ
飛
シ
テ
L

岩
蔵
へ
尋
ね
て
行
っ
た
が
、
藤
房
は
「
其
朝
マ
デ
岩
蔵
ノ
坊
」

に
い
た
も
の
の
、
「
是
モ
向
都
近
キ
傍
リ
ナ
レ
パ
、
浮
世
ノ
人
ノ
問
ヒ
カ
ハ
ス

事
モ
コ
ソ
ア
レ
ト
厭
ハ
シ
ク
テ
、
何
地
ト
云
方
モ
ナ
ク
足
二
倍
テ
」
姿
を
消
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
庵
室
の
「
破
タ
ル
障
子
ノ
上
」
に
「
住
捨
ル
山
ヲ
浮
世
/

人
ト
ハ
ぐ
嵐
ヤ
庭
ノ
松
ニ
コ
タ
へ
ン
」
と
い
う
一
首
の
和
歌
が
残
さ
れ
て
お
り
、

「
棄
恩
人
無
局
、
異
質
報
恩
者
ト
云
文
」
の
下
に
「
白
頭
望
断
蔦
重
山
。
畷

劫
恩
波
金
ν
底
乾
。
不
三
是
筒
中
蔵
一
五
逆
一
。
出
家
端
的
報
レ
親
難
。
」
と

「
黄
葉
ノ
大
義
渡
ヲ
題
セ
シ
古
キ
頒
」
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
宣
一
房

は
「
サ
テ
コ
ソ
此
人
設
ヒ
何
ク
ノ
山
-
一
ア
リ
ト
モ
、
命
ノ
中
/
再
品
目
ハ
叶
フ
マ

ジ
カ
リ
ケ
ル
ヨ
」
と
「
懸
慕
ノ
泊
-
一
咽
ン
デ
、
空
ク
蹄
」
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
章
末
尾
は
、
宣
言
珂
が
か
つ
て
見
た
「
夢
想
」
に
つ
い
て
の
短
話
で
あ
る
。

宣
房
が
「
閑
官
ノ
昔
、
五
部
の
大
乗
経
ヲ
一
字
三
種
二
青
供
養
シ
テ
、
子
孫
ノ

繁
昌
ヲ
祈
ラ
ン
矯
-
一
、
春
日
/
吐
-
こ
奉
納
し
た
と
こ
ろ
、
「
其
夜
ノ
夢
想
ニ
、

黄
衣
著
タ
ル
紳
人
」
が
「
上
書
ニ
高
里
小
路
一
位
殿
へ
ト
書
テ
、
中
ニ
ハ
速
護

無
上
大
菩
提
ト
、
金
字
-
ご
書
い
た
「
立
文
」
を
「
榊
/
枝
」
に
付
け
て
現
れ

た
。
結
局
、
宣
房
は
ゴ
元
弘
/
末
-
一
、
父
組
代
々
絶
テ
久
キ
従
一
位
」
と
な
り
、

「
中
ニ
見
へ
シ
金
字
ノ
文
ハ
、
子
息
藤
房
卿
出
家
得
道
シ
給
ベ
キ
、
盆
(
善
綾
有

ト
被
レ
示
ケ
ル
明
紳
/
御
告
」
だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
り
、
「
誠
-
一
百
年
/
結
束
耀

ハ
風
前
/
塵
、
一
念
/
護
心
ハ
命
後
ノ
灯
也
。
一
子
出
家
ス
レ
パ
、
七
世
/
父

母
皆
悌
道
ヲ
成
ス
ト
、
如
来
/
所
説
明
ナ
レ
パ
、
此
人
一
人
ノ
護
心
ニ
依
テ
、

七
世
ノ
父
母
諸
共
ニ
、
成
悌
得
道
セ
ン
事
、
歎
ノ
中
ノ
悦
ナ
ル
ベ
ケ
レ
パ
、
是

ヲ
誠
ニ
第
一
ノ
利
生
預
リ
タ
ル
人
ヨ
ト
、
智
ア
ル
人
ハ
聞
テ
感
歎
セ
リ
」
と
の

末
文
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

巻
十
の
北
条
氏
最
期
の
場
面
で
、
「
自
室
口
シ
タ
ル
真
似
ヲ
シ
テ
、
潜
-
一
鎌
倉

ヲ
落
テ
、
暫
ハ
奥
州
ニ
」
い
た
北
条
高
時
の
弟
「
四
郎
左
近
大
夫
人
道
L

(

泰

家
)
の
動
向
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
始
ま
る
の
が
第
三
章
で
あ
る
。

西
園
寺
公
宗
は
、
「
承
久
ノ
合
戦
」
以
来
の
北
条
氏
と
の
緊
密
な
関
係
も
あ
っ

て
、
「
如
何
ニ
モ
シ
テ
故
相
模
入
道
ガ
一
族
ヲ
取
立
テ
、
再
ビ
天
下
ノ
楼
ヲ
取

セ
、
我
身
公
家
ノ
執
政
ト
シ
テ
、
四
海
ヲ
掌
ニ
握
ラ
パ
ヤ
」
と
考
え
、
「
田
舎

侍
ノ
始
テ
召
仕
ハ
ル
、
健
」
で
寄
宿
し
て
い
た
「
此
四
郎
左
近
入
道
ヲ
還
俗
セ

サ
セ
、
刑
部
少
輔
時
興
ト
名
ヲ
替
テ
、
明
暮
ハ
只
謀
叛
/
計
略
」
を
回
ら
せ
て

》

白

(

注

3
)

い
た
c

そ
し
て
、
「
時
興
ヲ
京
都
ノ
大
将
」
、
「
其
甥
相
撲
次
郎
時
行
ヲ
パ
関
東

/
大
将
」
、
「
名
越
太
郎
時
粂
ヲ
パ
北
園
ノ
大
将
L

と
し
て
軍
勢
を
集
め
た
。
又
、

自
邸
に
「
板
ヲ
一
間
踏
メ
パ
落
ル
様
-
一
構
へ
テ
、
其
下
ニ
万
ノ
笈
」
を
並
べ
植

え
た
「
温
殿
」
を
造
り
、
「
主
上
御
遊
ノ
矯
ニ
臨
幸
成
タ
ラ
ン
ズ
ル
時
」
「
君
ヲ

此
下
へ
陥
入
奉
-
フ
ン
気
/
企
」
を
し
た
。
や
が
て

「
様
々
ノ
謀
ヲ
定
メ
兵
ヲ
調

21-
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7 テ
ヘ
「
北
山
ノ
紅
葉
御
覧
/
矯
-
一
臨
幸
成
候
へ
」
と
、
後
醍
醐
帝
を
招
待
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
明
日
午
刻
ニ
可
レ
有

-臨
幸
一白
、
被
一-相
燭
一タ
リ
ケ
ル
其
夜
」
、

帝
の
暫
時
の
ま
ど
ろ
み
の
夢
に
「
紳
泉
園
ノ
漫
-
一
多
年
住
侍
ル
者
」
と
い
う
女

性
が
現
れ
て
、
「
前
ニ
ハ
虎
狼
ノ
怒
ル
ア
リ
。
後
ロ
ニ
ハ
熊
熊
ノ
猛
キ
ア
リ
、

明
日
ノ
行
幸
ヲ

パ
思
召
留
ラ
セ
給
フ
ベ
シ
」
と
告
げ
た
。
「
怪
キ
夢
ノ
告
也
」

と
は
思
っ
た
も
の
の
「
是
マ
デ
事
定
マ
リ
ヌ
ル
臨
幸
、
期
ニ
臨
デ
ハ
如
何
可
レ

被
レ
停
L

と
考
え
た
帝
は
、
そ
れ
で
も
な
お
「
夢
ノ
告
怪
シ
ケ
レ
パ
ト
テ
、
先

紳
泉
苑
-
一
幸
成
テ
、
龍
紳
ノ
御
手
向
」
を
し
た
と
こ
ろ
「
池
水
俄
ニ
嬰
ジ
テ
、

風
不
ν
吹
白
浪
岸
ヲ
打
事
頻
也
」
と
い
う
異
変
が
起
こ
っ
た
。
語
胴
夢
/
告
何
百
ク
」

思
っ
た
帝
が
「

E
ク
鳳
輩
ヲ
留
テ
御
思
案
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
公
宗
の
弟

「
竹
林
院
ノ
中
納
言
公
重
」
が
馳
せ
参
じ
、
公
宗
の
隠
謀
を
告
げ
た
。
そ
の
た

め
、
帝
は
還
幸
し
、
中
院
定
平
に
結
城
親
光
・
名
和
長
年
を
つ
け
て
「
西
国
寺

ノ
大
納
言
公
宗
卿
・
橋
本
中
将
俊
季
・
井
文
衡
入
道
ヲ
召
取
テ
参
レ
」
と
命
じ

た。
二
千
余
騎
の
「
官
軍
」
が
西
国
寺
邸
に
派
遣
さ
れ
た
の
を
察
知
し
た
俊
季
は

「心
早
人
ナ
リ
ケ
レ
パ
、
只

一
人
抽
テ
、
後
ノ
山
ヨ
リ
何
地
ト
モ
ナ
ク
」
姿
を

消
し
た
。
公
宗
に
対
面
し
た
定
平
が
「
穏
-
一
事
ノ
子
細
ヲ
」
伝
え
た
の
に
対
し
、

公
宗
は
コ
涙
ヲ
押
へ
テ
」
、
三
官
回
家
数
代
/
間
官
爵
人
ニ
超
へ
、
恩
旅
身
ニ
飴
レ

ル
問
、
或
ハ
清
花
/
家
固
定
ヲ
妬
ミ
、
或
ハ
名
家
ノ
輩
是
ヲ
精
デ
、
如
何
様
種
々

/
議
言
ヲ
構
へ
、
様
々
ノ
虚
説
ヲ
成
テ
、
骨
国
家
ヲ
失
ハ
ン
ト
仕
ル
欺
ト
コ
ソ
資

テ
候
へ
」
と
述
べ
、
「
先
召
ニ
随
テ
陣
下
ニ
参
ジ
、
犯
否
ノ
御
礼
明
ヲ
仰
ギ
候

ベ
シ
」
と
応
対
。
「
官
軍
」
の
厳
し
い
詮
索
に
も
拘
ら
ず
、
俊
季
を
発
見
す
る

事
の
で
き
ぬ
ま
ま
、
公
宗
と
文
衡
と
が
捕
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
結
城
親
光
に

ー-

預
け
ら
れ
た
文
衡
は
「
夜
童
三
日
マ
デ
、
上
ツ
下
ツ
被

一拷
聞
こ

た
結
果
、

「無
ν
所
レ
残
白
状
シ
」
た
た
め
、
直
ち
に
六
条
河
原
で
斬
首
さ
れ
た
。

中
院
定
平
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
公
宗
に
つ
い
て
は

「伯
警
守
長
年
ニ

被

仰

付
一、
出
雲
図
へ
可
レ
被
レ
流
」
と
決
定
し
た
が
、
配
流
の
前
夜
、
定
平
の

配
慮
に
よ
っ
て
、
公
宗
と
奥
方
と
の
対
面
が
許
さ
れ
た
。
懐
妊
中
の
奥
方
と
の

哀
切
な
出
会
い
の
後
、
公
宗
は
「
物
具
シ
タ
ル
者
共
二
三
百
人
召
具
シ
」
た
名

和
長
年
に
引
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
平
の
「
早
」
と
い
う

言
葉
を
、
「殺
シ
奉
レ
」
と
解
釈
し
た
長
年
は
、
公
宗
に
走
り
か
か
り
「
蟹
髪

ヲ
掴
デ
覆
ニ
引
伏
セ
、
腰
万
ヲ
抜
テ
御
頚
ヲ
掻
落
シ
」
て
し
ま
っ
た
。
「
是
ヲ

見
給
テ
、
不
レ費
ア
ツ
ト
ヲ
メ
イ
テ
、
透
垣
/
中
ニ
倒
レ
伏
」
し
、
「
此
健
頓
テ

絶
入
ヌ
ト
見
へ
」
た
奥
方
を
、
女
房
達
が
「
車
ニ
扶
一
束
奉
テ
、
泣
々
又
北
山
殿

へ
錦
シ
入
レ
奉
」
っ
た
。

や
が
て
、
「
西
園
寺
ノ
一
跡
ヲ
パ
、
竹
林
院
中
納
言
公
重
卿
賜
ラ
セ
給
タ
リ

ト
テ
、
青
侍
共
数
タ
来
テ
取
貸
」

っ
た
た
め
、
奥
方
は
「
仁
和
寺
ナ
ル
傍
-
一
、

幽
ナ
ル
住
所
尋
出
シ
テ
L

移
り
住
み
、
「
故
大
納
言
殿
ノ
百
箇
日
ニ
嘗
リ
ケ
ル

日
」
に
男
児
を
出
産
し
た
。

定
平
か
ら
の
「
御
産
/
事
ニ
付
テ
、
内
裡
ヨ
リ
被
ニ
尋
仰
-事
候
。
モ
シ
若
君

ニ
テ
モ
御
渡
候
ハ
ぐ
、
御
乳
母
ニ
懐
カ
セ
テ
、
是
へ
先
入
進
ラ
レ
候
へ
」

と
の

使
者
に
対
し
て
は
、
「
春
日
ノ
局
」
(
公
宗
の
母
)
が
「
故
大
納
言
殿
ノ
忘
形
見

/
出
来
サ
セ
給
テ
候
シ
ガ
、
母
上
ノ
タ
ず
ナ
ラ
ザ
リ
シ
時
節
限
ナ
キ
物
思
ニ
沈

給
フ
故
-
一
ャ
、
生
レ
落
玉
ヒ
シ
後
、
無
二幾
程
一
ハ
カ
ナ
ク
成
給
候
。
回
定
モ
答
有

シ
人
ノ
行
ヱ
ナ
レ
パ
、
如
何
ナ
ル
御
沙
汰
-
一
カ
逢
候
ハ
ン
ズ
ラ
ン
ト
、
上
ノ
御

尤
ヲ
怖
テ
、
隠
シ
侍
ル
ニ
コ
ソ
ト
被
一一
思
召
}事
モ
候
ヌ
ベ
ケ
レ
パ
、
偽
ナ
ラ
ヌ

22 
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シ
ル
シ
ノ
一
言
ヲ
、
例
紳
ニ
懸
テ
申
入
候
ベ
シ
」
と
「
泣
々
消
息
ヲ
」
し
た
た

め
、
手
紙
の
最
後
に
「
僑
ヲ
札
ノ
森
-
一
置
露
ノ
消
シ
ニ
ツ
ケ
テ
濡
ル
、
袖
哉
」

と
い
う
和
歌
を
書
き
添
え
て
渡
し
た
。

使
者
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
定
平
が

「泊
ヲ
押
へ
テ
奏
里
し
た
と
こ
ろ
、

「
君
モ
哀
ト
ヤ
思
召
ケ
ン
、
其
後
ハ
御
尋
モ
ナ
カ
」
っ
た
た
め
、
奥
方
は
「
泣

聾
ヲ
ダ
ニ
人
ニ
聞
セ
ジ
ト
、
ロ
ヲ
押
へ
乳
ヲ
含
テ
、
同
枕
ノ
忍
ヒ
ネ
ニ
、
泣
明

シ
泣
暮
シ
」
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
若
君
」
に
つ
い
て
は
、
「
其
後
建
武
/

鋭
出
来
テ
、
天
下
将
軍
ノ
代
ト
成
シ
カ
パ
、
此
人
朝
ニ
仕
へ
テ
、
西
園
寺
ノ
跡

ヲ
縫
給
シ
、
北
山
ノ
右
大
将
賓
俊
卿
是
也
」
と
の
、
短
い
後
日
讃
も
付
記
さ
れ

る。
更
に
、
こ
の
章
の
末
尾
に
は
、
「
サ
テ
モ
故
大
納
言
殿
滅
ビ
給
フ
ベ
キ
前
表

ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
、
木
工
頭
孝
重
ガ
粂
テ
聞
タ
リ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
」
と
し

て
、
「
彼
卿
謀
叛
ノ
最
初
、
析
稽
ノ
民
一
二
七
日
北
野
-
一
参
龍
シ
テ
、
毎
夜
琵

琶
ノ
秘
曲
ヲ
揮
ジ
」
て
い
た
が
、
「
七
日
ニ
漏
ジ
ケ
ル
其
夜
」
に
弾
じ
た
「
玉

樹
=
一
女
/
序
」
を
、
ち
ょ
う
ど

「
社
頭
ニ
通
夜
シ
テ
、
心
ヲ
澄
シ
耳
ヲ
側
テ
塑

い
て
い
た
孝
重
が
、
演
奏
後
、
か
た
わ
ら
の
人
に
「
今
夜
ノ
御
琵
琶
祈
願
ノ
御

事
有
テ
遊
パ

サ
ル
、
ナ
ラ
パ
、
御
願
不
レ
可
一
成
就
一
」
と
語
り
、
中
国
故
事
に

基
づ

い
て
「
此
曲
-
一
不
吉
ノ
聾
有
ト
テ
、
一
手
ヲ
略
セ
ル
所
」
を
「
宗
ト
此
手

ヲ
引
給
ヒ
シ
ニ
、
然
モ
殊
ニ
殺
殻
ノ
撃
ノ
聞
へ
ツ
ル
コ
ソ
、
浅
増
ク
質
へ
侍
リ

ケ
レ
」
と
述
べ
、

「大
納
言
殿
ノ
御
身
ニ
嘗
テ
、
ィ
カ
ナ
ル
煩
カ
出
来
ラ
ン
L

と
「
歎
テ
」
語
っ
た
が
、
「
無

}幾
程
一
シ
テ
、
大
納
言
殿
此
死
刑
ニ
逢
給
フ
」

結
果
に
な
っ
た
事
を
、
「
不
思
議
也
ケ
ル
前
相
也
」
と
し
て
締
め
括
っ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
「
朝
敵
ノ
飴
黛
猶
東
園
-
一
在
ヌ
ベ
ケ
レ
パ
、
鎌
倉
ニ
探
題
ヲ

一
人
ヲ
カ
デ
ハ
悪
カ
リ
ヌ
ベ
シ
」
と
し
て
、
「
首
今
第
八
ノ
宮
ヲ
、
征
夷
将
軍

ニ
」
し
て
鎌
倉
に
駐
在
さ
せ
、
そ
の
執
権
と
し
て
足
利
直
義
が
関
東
の
政
務
を

統
轄
し
た
も
の
の
「
法
令
皆
奮
ヲ
不
レ
改
」
と
い
う
事
が
記
さ
れ
る
。

続
い
て
、
「
京
都
ニ
テ
旗
ヲ
翠
ン
ト
企
ツ
ル
卒
家
ノ
齢
類
共
」
が
、
東
国
・

北
国
で
挙
兵
し
、

名
越
時
兼
は
六
千
余
騎
と
な
っ
た
こ
と
、
北
条
時
行
(
中
前

代
)
は
五
万
余
騎
と
な
り
、
信
濃
か
ら
鎌
倉
へ
攻
め
の
ぼ
り
、
迎
撃
し
よ
う
と

し
た
渋
河
・
小
山
や
新
田
四
郎
の
勢
な
ど
も
敗
北
し
た
事
が
記
さ
れ
る
。

「
時
行
禰
大
勢
-
一
成
テ
、
既
三
二
万
ヨ
リ
鎌
倉
へ
押
寄
ル
」
と
聞
い
た
足
利

直
義
は
、
「
事
/
急
ナ
ル
時
節
、
用
意
ノ
兵
少
カ
リ
ケ
レ
パ
、
角
テ
ハ
中
々
敵

ニ
利
ヲ
付
ツ
ベ
シ
」
と
、
「
将
軍
ノ
宮
ヲ
具
足
シ
奉
テ
、
七
月
十
六
日
ノ
暁
ニ
、

鎌
倉
ヲ
」
脱
出
し
た
。

こ
の
鎌
倉
退
去
の
折
に
、
直
義
は
「
淵
透
伊
賀
守
」
を
呼
び
寄
せ
、
一
日
一
の

退
去
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
「
猶
モ
只
骨
曲
家
/
馬
-
一
、
始
終
可
レ
被
レ
成
レ

鋭
ハ
、
兵
部
卿
親
王
也
。
此
御
事
死
刑
ニ
行
ヒ
奉
レ
ト
一
五
勅
許
ハ
ナ
ケ
レ
共
、

此
次
ニ
只
失
奉
ラ
パ
ヤ
ト
思
フ
也
」
と
言
ぃ
、
「
御
遺
ハ
急
薬
師
堂
ノ
谷
へ
馳

錦
テ
、
宮
ヲ
刺
殺
シ
進
ラ
セ
ヨ
」
と
命
じ
る
の
が
第
五
章
で
あ
る
。

「主
従
七
騎
」
で
引
き
返
し
た
淵
辺
が
「
イ
ツ
ト
ナ
ク
闇
ノ
夜
ノ
如
ナ
ル
土

箆
/
中
ニ
」
い
る
宮
(
護
良
親
王
)
に
向
か
っ
て
、

「御
迎
ニ
参
テ
候
由
ヲ
申

テ
、
御
輿
ヲ
庭
ニ
界
居
へ
」
た
の
に
対
し
、
宮
は
「
汝
ハ
我
ヲ
失
ン
ト
ノ
使
一
一

テ
ゾ
有
ラ
ン
。
心
得
タ
リ
」
と
言
い
、
「
淵
遼
ガ
太
刀
ヲ
奪
ハ
ン
ト
、
走
リ
懸
」

っ
た
が
、
淵
辺
は
「
持
タ
ル
太
万
ヲ
取
直
シ
、
御
膝
ノ
遺
ヲ
シ
夕
、
ヵ
こ
打
つ

Osaka Shoin Women's University Repository



た
。
「
半
年
許
籍
ノ
中
-
一

一居
屈
」
る
暮
ら
し
を
し
て
い
た
宮
は
、
足
も
し

っ
か

り
と
は
立
た
ず
、
「
御
心
ハ
八
十
泉
-
こ
思
っ
て
も
、
術
伏
せ
に
倒
れ
て
し
ま
っ

た
。
淵
辺
が
、
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
宮
の
「
御
宵
ノ
上

ニ
乗
懸
リ
、
腰
/
万

ヲ
抜
テ
御
頚
ヲ
掻
ン
ト
シ
」
た
と
こ
ろ
、

宮
は
「
御
頚
ヲ
縮
テ
、
万
ノ
サ
キ
ヲ

シ
カ
卜
明
」
え
た
。
万
を
奪
わ
れ
ま
い
と
す
る
淵
辺
と
宮
と
が
引
っ
張
り
合
っ

て
い
る
聞
に
「
万
ノ
鋒

一
寸
録
リ
」
が
折
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
淵
辺

は
「
其
万
ヲ
投
捨
、
脇
差
ノ
刀
ヲ
抜
テ
、
先
御
心
モ
ト
ノ
遁
ヲ
二
万
刺
」
し、

少
し
弱
っ
た
宮
の

「御
髪
ヲ
繍
デ
引
翠
ゲ
、
則
御
頚
ヲ
掻
落
」
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
牢
か
ら
明
る
い
所
に
出
て
そ
の
首
を
見
る
と
、
「
嘘
切
-
フ
セ
給
ヒ
タ
リ
ツ

ル
万
ノ
鋒
」
が
「
未
ダ
御
口
ノ
中
-一
留
テ
、
御
眼
猶
生
タ
ル
人
ノ
如
」
く
見
え

た
た
め
、
淵
辺
は
「
サ
ル
事
ア
リ。

加
様
ノ
頚
ヲ
パ

、
主
-
一

ハ
見
セ
ヌ
事
、
ソ
」

と
、
「
側
ナ
ル
薮
ノ
中
へ
投
捨
テ
」
帰
っ
た
。

宮
の
鎌
倉
幽
閉
中

「御
カ
イ
シ
ャ
ク
ノ
局
、
御
前
-
こ
仕
え
て
い
た

「
南
ノ

御
方
」
は
、
こ
の
有
様
を
見
て
「
餓
ノ
恐
シ
サ
ト
悲
シ
サ
ニ
、
御
身
モ

ス
ク
ミ
、

手
足
モ
夕
、
デ
」
い
た
が
、
「
暫
肝
ヲ
静
メ
テ
、
人
心
付
」
い
て
か
ら
「
薮
ニ

捨
タ
ル
御
頚
ヲ
取
奉
タ
」
と
こ
ろ
「
御
膚
へ
モ
猶
不
レ
冷
、
御
目
モ
塞
セ
給
ハ

ズ
、
只
元
ノ
気
色
-
一
見
へ

」
た
た
め
、
夢
か
う

つ
つ
か
と
泣
き
悲
し
ん
だ
。

「迄
ニ
有
テ
、
理
致
光
院
ノ
長
老
」
が
「
葬
稽
ノ
御
事
」
を
と
り
お
こ
な
い
、

「南
ノ
御
方
」
は
剃
髪
し
て
「
泣
々
京
へ
上
」
っ

た。

以
下
、
「
抑
淵
遁
ガ
宮
ノ
御
頚
ヲ
取
ナ
ガ
ラ
左
馬
頭
殿
-
一
見
セ
奉
ラ
デ
、
薮

ノ
傍
ニ
捨
ケ
ル
事
柳
思
へ
ル
所
ア
リ
」
と
し
て
、
中
国
故
事
、
い
わ
ゆ
る
H

眉

注
4
)

間
尺
説
話
H

が
引
用
さ
れ
、

「淵
透
加
様
ノ
前
縦
ヲ
思
ケ
レ
パ
、
兵
部
卿
親
王

/
万
ノ
鋒
ヲ
喫
切
-
フ
セ
給
テ
、
御
口
/
中
-
一
被
レ含
タ
リ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、

左
馬

頭
ニ
近
付
奉
ラ
ジ

ト
、
其
御
頚
ヲ
パ
薮
ノ
傍
ニ
棄
ケ
ル
ト
ナ
リ
」
と
結
ば
れ
る
。

第
六
章
で
は
、
直
義
か
ら
吉岡
氏
へ
と
視
点
が
移
っ
て
い
く
。
鎌
倉
を
脱
出
し

上
洛
し
よ
う
と
し
た
直
義
は
、
東
海
道
第
一

の
難
所

「駿
河
園
入
江
圧
」
に
つ

い
て

「相
摸
次
郎
ガ
輿
力
ノ
者
共
、
若
道
ヲ
ヤ
塞
ン
ズ
ラ
ン
ト
、
士
卒
官
定
危
」

く
思
い
、
「其
所
ノ
地
頭
入
江
左
衛
門
春
倫
ガ
許
へ
使
ヲ
被
レ遺
テ
、
可
レ
滋
由

ヲ
」
伝
え
た
。
春
倫
の

一
族
の
中
に
は

「左
馬
頭
ヲ
奉
レ打
、
相
撲
次
郎
殿
ニ

馳
参
-
フ
ン
」
と
主
張
す
る
者
も
い
た
が
、
春
倫
は
「
義
ノ
向
フ
所
ヲ
恩
フ

ニ、

入
江
庄
ト
云
ハ
、
本
徳
宗
領
ニ
テ
有
シ

ヲ
、
朝
恩
ニ
下
シ
賜
リ
、
此
二
三
年
ガ

問、

一
家
ヲ
顧
ル
事
日
来
ニ

埴
レ
リ
。
是
天
恩
ノ
上
-
一一
猶
義
ヲ
重
ネ
タ
リ
。

此

時
争
カ
傾
敗
ノ
弊
-
一一来テ、

不
義
ノ
振
舞
ヲ
致
サ
ン
」
と
し
て
、
直
義
を
出
迎

え
る
た
め
に
参
上
し
た
。
喜
ん
だ
直
義
は
矢
矧
に
陣
を
取
り
、
京
都
へ
早
馬
を

送
っ
た
。

「依
レ之
諸
卿
議
奏
有
テ
、
急
足
利
宰
相
高
氏
卿
ヲ
討
手
ニ
可
レ被
レ
下
」
と

決
定
し
、
勅
使
が
高
氏
の
元
に
赴
い
た
。
こ
の
勅
使
に
対
し
て
高
氏
は
、
元
弘

の
乱
以
来
の
自
分
の
功
績
を
「
A
ユ

統
ノ
御
代
、
偏
三
回
同
氏
カ
武
功
ト
可
レ云」

と
強
調
し
、
①

「征
夷
将
軍
ノ
任
」
を
「
殊
-
一
気
レ朝
矯
レ家
、
望
ミ
深
キ
所
也」

と
要
望
、
更
に
②
「
暫
東
八
箇
図
ノ
官
領
ヲ
被
レ
許
、
直
ニ
軍
勢
ノ
恩
賞
ヲ
執

行
フ
様
ニ
、

勅
裁
ヲ
被
一
成
下
-」
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
の
二
つ
の
条
件
を
述
べ
、

「若
此
爾
僚
勅
許
ヲ
蒙
ズ
ン
パ
、
関
東
征
罰
ノ
事
、
可
ν
被
レ
仰
-付
他
人
-候
」

と
伝
え
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
①
に
つ
い
て
は
「
関
東
静
誼
ノ
忠
ニ
可
レ
依
」
、
②
に
つ
い

て
は

「先
不
レ可
レ有
二
子
細
乙

と
し
て

「総
旨
」
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
叙
述
に

-24-
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続
け
て
「
是
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
恭
モ
天
子
ノ
御
議
ノ
字
ヲ
被
レ
下
テ
、
吉
岡
氏
ト
名

ノ
ラ
レ
ケ
ル
高
ノ
字
ヲ
改
メ
テ
、
等
ノ
字
ニ
ゾ
被
レ
成
ケ
ル
し
と
い
う
事
も
記

さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
尊
氏
は
「
時
日
ヲ
不
レ
回
」
関
東
に
向
け
て
「
士
口
良
兵
衛
佐
ヲ

先
立
テ
、
我
身
ハ
五
日
引
サ
ガ
リ
テ
進
溌
シ
」
た
。
こ
の
関
東
下
向
に
つ
い
て

は
、
「
都
ヲ
被
レ
立
ケ
ル
日
ハ
其
勢
僅
-
一
五
百
飴
騎
有
シ
カ
共
、
近
江
・
美
濃
・

尾
張

・
三
河
・
遠
江
ノ
勢
馳
加
テ
、
駿
河
園
-
一
著
給
ケ
ル
時
ハ

三
高
齢
騎
-
一
成

二
ケ
リ
」
と
語
ら
れ
る
。
矢
矧
の
宿
で
直
義
勢
も
合
流
し
五
万
余
騎
が
鎌
倉
へ

向
か
っ
た
。

一
方
、
こ
の
事
を
聞
い
た

「相
撲
次
郎
時
行
」
は
「
先
ズ
ル
時
ハ
人
ヲ
制
ス

ル
ニ
利
有
」
と
、
「
名
越
式
部
大
輔
し
を
大
将
と
す
る
三
万
余
騎
を
鎌
倉
か
ら

出
発
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
名
越
勢
が
出
立
し
よ
う
と
し
た
八
月
三
日
の
夜

「
俄
ニ
大
風
吹
テ
、
家
々
ヲ
吹
破
」
っ
た
た
め
、
「
天
災
ヲ
遁
レ
ン
ト
テ
大
仰
殿

/
中
へ
」
逃
げ
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
「
大
悌
殿
ノ
棟
梁
」
が
「
微
塵
-
一
折
レ
テ
倒

レ
」
て
し
ま
い
、
「
軍
兵
共
五
百
鈴
人
」
が
全
員
圧
死
し
て
し
ま
っ
た
。
「
戦
場

ニ
趣
ク
門
出
ニ
ヵ
、
ル
天
災
-
一
逢
フ
。
此
軍
ハ
カ
メ
¥
シ
カ
ラ
ジ
」
と
さ
さ

や
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
「
サ
テ
有
ベ
キ
事
ナ
ラ
ネ
パ
、
重
テ
日
ヲ
取
リ
」
名
越

勢
は
鎌
倉
を
出
立
、
「
夜
ヲ
日
ニ
縫
デ
路
ヲ
急
」
い
だ
の
で
、
前
陣
は
八
月
七

日
に
「
遠
江
佐
夜
ノ
中
山
」
を
越
え
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
尊
氏
は
、
「
六
輔
/
十
四
耕
民
ニ
、
敵
経
一
長
途
一
来
急
可
レ
撃
ト

一五へ

リ
。
日
疋
太
公
武
主
-
一

一
教
ル
所
ノ
兵
法
也
」
と
し
て
、
「
同
八
日
ノ
卯
刻
ニ

卒
家
ノ
陣
へ
押
寄
テ
、
終
日
闘
ク
ラ
」
し
た
(
傍
線
筆
者
)
。
こ
こ
か
ら
は
、

源
氏
(
尊
氏
勢
)
と
平
家
(
北
条
方
)
と
の
合
戦
と
し
て
叙
述
が
展
開
さ
れ
て

行
く
。
平
家
方
で
は
「
諏
方
ノ
祝
部
」

「清
久
山
城
守
」

「葦
名
剣
官
」
ら
、
源

氏
方
で
は
「
仁
木
・
細
河
」

「高
越
後
守
」
「
赤
松
筑
前
守
貞
範
L

「
佐
々
木
佐

渡
剣
官
人
道
L

「
長
井
治
部
少
輔
」
ら
の
奮
戦
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
、
「
此
等
十

七
箇
度
ノ
戦
ヒ
ニ
、
卒
家
二
高
齢
続
ノ
兵
共
、
或
ハ
討
レ
或
ハ
統
ヲ
蒙
リ
テ
、

今
僅
三
一
一
百
飴
騎
-
こ
な
っ
た
こ
と
、
平
家
方
の
「
宗
ト
ノ
大
名
四
十
三
人
」

が
「
大
御
堂
/
内
ニ
走
入
リ
」
自
害
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
四
十
三
人

の
死
骸
は
「
皆
面
ノ
皮
ヲ
剥
テ
何
レ
ヲ
ソ
レ
ト
モ
見
分
」
が
つ
か
ぬ
状
態
だ
っ

た
た
め
「
相
撲
次
郎
時
行
モ
、
定
テ
此
内
-
一
ゾ
在
ラ
ン
ト
、
間
人
哀
レ
ヲ
催
シ

ケ
リ
」
と
叙
述
さ
れ
る
。

又
、
「
日
疋
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
卒
家
再
興
/
計
略
、
時
ヤ
未
ダ
至
ラ
ザ
リ
ケ
ン
、

又
天
命
ニ
ヤ
違
ヒ
ケ
ン
」
と
し
て
「
名
越
太
郎
時
粂
ガ
、
北
陸
道
ヲ
打
順
へ
テ
、

=
一
高
飴
騎
一
一
テ
京
都
へ
責
上
」
っ
た
も
の
の
、
「
越
前
ト
加
賀
ト
ノ
堺
、
大
聖

寺
ト
云
所
ラ
ア
」
敗
北
し
た
事
が
短
く
記
さ
れ
、

「時
行
ハ
己
ニ
闘
東
ニ
シ
テ

滅
ピ
、
時
粂
ハ
又
北
園
ニ
テ
被
レ
討
シ
後
ハ
、
末
々
/
卒
氏
共
、
少
々
身
ヲ
隠

シ
貌
ヲ
替
テ
、
此
ノ
山
ノ
奥
、
彼
ノ
浦
ノ
迭
ニ
ア
リ
ト
イ
へ
共
、
今
ハ
卒
家
/

立
直
ル
事
難
レ有
ト
ヤ
恩
ケ
ン
、
其
昔
ヲ
忍
ビ
シ
人
モ
皆
怨
敵
ノ
心
ヲ
改
テ
、

足
利
相
公
-
一
層
シ
奉
ラ
ズ
と
云
者
無
リ
ケ
リ
。
サ
テ
コ
ソ
、
尊
氏
卿
ノ
威
勢
自

然
ニ
重
ク
成
テ
、
武
運
忽
-
一
関
ヶ
、
レ
パ
、
天
下
又
武
家
/
世
ト
ハ
成
-
一
ケ
リ
」

と
の
文
で
巻
十
三
は
終
わ
る
。

25-

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
巻
十
二
で
提
示
さ
れ
た
H

公
家

一
統
政
治
H

の
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問
題
点
が
、
巻
十
三
に
お
い
て
具
体
的
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
二
巻
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
「
巻
十
二
、
巻
十
=
一は、

二
段
構
え
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
第
二
部
の
始
発
を
担
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
た
今
井
正
之
助
氏
の

(庄
5

)

(

注
6
)

論
を
踏
ま
え
た
大
森
北
義
氏
が
「
今
井
氏
が
指
摘
さ
れ
た
こ
の

「二
段
構

え
」
の
構
造
を
、
同
質
記
事
の

H

繰
返
し
構
造
H

と
い
う
問
題
の
場
で
、

「
発

端
部
」
の
構
想
と
方
法
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
」
と
し
て
、

「
正

成
を
H

誕
生
μ

の
神
秘
に
も
か
か
わ
っ
た
正
の
存
在
と
す
る
な
ら
ば
、
康
房
は
、

H

崩
壊
μ

の
危
機
に
直
面
し
た
負
の
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
等
の
指
摘
を
さ

れ
た
上
で
、
「
巻
十
二
・
巻
十
三
に
み
ら
れ
る
同
質
記
事
の
く
り
返
し
構
成
の

意
味
は
、
く
り
返
し
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
「
序
」
の
政
道
論
的
思

想
と
立
場
か
ら
歴
史
叙
述
を
す
す
め
構
想
を
創
り
あ
げ
よ
う
と
す
る

H

「
序
」

の
方
法
H

と、

「不
思
議
」
な

H

も
の
H

の
仕
組
み
で
歴
史
の
事
態
が
進
行
す

る
と
い
う
H

「
不
思
議
」
の
方
法
H

、
こ
の
二
つ
の
文
学
方
法
を
H

自
覚
的
μ

に
鮮
明
に
打
ち
出
そ
う
と
す
る
文
学
的
営
み
の
中
に
そ
の
意
味
を
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
構
想
の
問
題
に
ま
で
は
言
及
し
え
な
い
が
、
巻
十
コ
一の
内
包
す

る
幾
つ
か
の
間
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

(注
7
)

万
里
小
路
藤
房
の
遁
世
請
に
関
し
て
は
、
増
田
欣
氏
に
詳
細
な
る
論
が
あ

る
。
増
田
氏
は
、
巻
三
の
笠
置
落
ち
場
面
に
お
け
る
後
醍
醐
帝
と
藤
一
房
と
の
詠

注
目
)

歌
の
話
や
『
吉
野
拾
遺
』
の
説
話
な
ど
を
含
め
、
「
唱
導
的
な
も
の
」
と
し
て

の
口
語
り
の
「
藤
房
遁
世
物
語
」
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、
「
歴
史
評
論
的
な

も
の
」
と
し
て
の
藤
房
の
遁
世
の
理
由
を
「
そ
の
半
月
ば
か
り
の
ち
の
大
塔
宮

拘
禁
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
緊
迫
し
た
政
治
情
況
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
考
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
『
太
平
記
』
の
作
者
は
、
自

分
の
政
治
思
想
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た
、
自
分
の
歴
史
批
判
の
代
行
者
と
し

て
、
藤
房
像
を
造
型
し
た
。
こ
こ
に
描
き
上
げ
ら
れ
た
藤
房
の
像
は
、
『
太
平

記
』
の
作
者
に
と
っ
て
、
自
分
の
理
想
と
す
る
輔
弼
の
臣
、
い
わ
ゆ
る
「
社
稜

の
臣
」
の
典
型
な
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
更
に
、

『
論
語
』
「
古
文
孝
経
』
『
孟
子
』
『
史
記
』
『
貞
観
政
要
』
『
文
選
』
『
白
氏
文
集
』

な
ど
の
「
漢
籍
の
表
現
と
思
想
と
が
、
「
太
平
記
』
作
者
の
政
道
観
を
も
っ
と

も
端
的
に
表
明
し
て
い
る
藤
房
説
話
の
形
成
に
本
質
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
」

と
も
述
べ
て
お
ら
れ
、
間
然
す
る
所
が
な
い
。

な
お
、
龍
馬
献
上
を
め
ぐ
る
展
開
は
、
次
の
よ
う
な
様
式
と
な
っ
て
い
る
。

A
、
洞
院
公
賢

|

①

故
事
引
用
↓
吉

B
、
万
里
小
路
藤
房

|

②

故
事
引
用

↓

凶

③
現
状
批
判
↓
凶

こ
の
③
に
基
づ
く
否
定
的
結
論
に
対
し
て
、
帝
は

「逆
鱗
ノ
気
色
」
を
見
せ

る
が
、
理
性
的
と
い
う
よ
り
感
情
的
な
反
応
を
見
せ
て
し
ま
う
後
醍
醐
帝
像
は
、

巻
十
二
に
お
い
て
、
一
回
同
氏
か
ら
准
后
(
阿
野
廉
子
)
を
介
し
て
、
兵
部
卿
親
王

の
事
を
聞
い
た
時
に
も
「
大
ニ
逆
鱗
有
テ
」
と
い
う
形
で
描
か
れ
て
い
た
。

「
建
武
の
新
政
」
を
押
し
進
め
る
後
醍
醐
帝
に
と
っ
て
は
、
諌
臣
の
存
在
こ

そ
が
も
っ
と
も
必
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
為
政
者
に
と
っ
て
の
諌

臣
の
重
要
な
こ
と
は
、
『
続
古
事
談
』
第
六
「
漢
朝
」
篇
な
ど
に
も
「
漢
家
ノ

(注
9
)

ナ
ラ
ヒ
ハ
、
臣
ノ
イ
サ
メ
事
ヲ
キ
ク
ナ
リ
」
と
い
う
形
で
繰
返
し
採
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

巻
十
二
に
お
い
て
は
、
長
文
の
天
神
説
話
そ
の
も
の
が
、
大
内
裏
造
営
計
画

-26一
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へ
の
否
定
的
先
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
「
塑
レ
眉
智
臣
モ
多
カ
リ
ケ
リ
」
と
書

か
れ
、
同
じ
く
擁
姫
説
話
が
即
ち
阿
野
廉
子
の
存
在
(
つ
ま
り
は
、
廉
子
を
許

容
し
て
い
る
帝
)
へ
の
批
判
と
し
て
「
古
賢
ノ
一
五
シ
言
ノ
末
、
ゲ
ニ
モ
ト
被
一

恩
知
一
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
巻
十
三
で
は
、
藤
房
の
口
か
ら
直
接
そ

(
注
印
)

の
批
判
が
帝
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
後
醍
醐

帝
は
、
藤
一
房
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
「
人
ノ
心
ヲ
蕩
サ
ン
ト
ス
ル
者
」
の
方

に
傾
斜
す
る
姿
勢
を
一
不
し
、
藤
房
を
遁
世
へ
と
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

藤
房
遁
世
慧
は
、

A
「
諌
言
L

、
B
「
発
心
」
と
い
う
二
段
形
式
と
な
っ
て

い
る
が
、
探
索
を
受
け
て
姿
を
く
ら
ま
す
と
い
う
話
型
は
、
「
古
事
談
』

=
7

『
発
心
集
』
了
『
三
国
伝
記
』
四
の
玄
賓
説
話
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

(
注
目
)

る
。
そ
し
て
、
遁
世
場
面
が
「
家
貧
ク
年
老
ヌ
ル
人
ダ
ニ
モ
、
難
ν
離
難
レ
捨

恩
愛
/
奮
キ
栖
也
。
況
乎
官
稼
共
-
一
卑
カ
ラ
デ
、
齢
未
四
十
ニ
不
レ
足
人
/
、

妻
子
ヲ
離
レ
父
母
ヲ
捨
テ
、
山
川
科
薮
ノ
身
ト
成
リ
シ
ハ
、
タ
メ
シ
ス
ク
ナ
キ

委
心
也
」
と
描
か
れ
、
父
親
の
宣
房
が
藤
一房
の
書
き
残
し
た
和
歌
と
頒
と
を
見

て

「再
舎
ハ
叶
フ
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル
ヨ
」
と
納
得
し
、
更
に
春
日
社
で
の
霊
夢
を

想
起
し
て
、
わ
が
子
の
出
家
を
後
に
確
認
す
る
と
い
う
叙
述
を
見
る
と
き
、

A

が
B
の
方
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
構
成
を
見
せ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

次
に
、
「
北
山
殿
謀
叛
事
」
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
〈
対
〉
的
構
成
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
、

中

院

定

平

公

宗

|

奥
方
と
の
対
面
許
可

B
、
結
城
親
光
文
衡
|
拷
問
・
斬
首

と
こ
ろ
が
、

A
が
C
と
い
う
関
係
へ
と
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
「
出

雲
園
へ
可
ν
被
レ
流
L

と
の
「
公
議
L

は
、
長
年
の
聞
き
違
い
に
よ
る
斬
首
と
い

う
呆
気
な
い
結
末
と
な
る
。

c、
名
和
長
年
公
宗
|
斬
首

(
注
ロ
)

長
坂
成
行
氏
は
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
「
持
明
院
統
の
上
皇
を
も
ま
き
こ

ん
だ
本
来
政
治
的
事
件
を
素
材
に
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
は
描
か
ず
、
女
性
讃
・

芸
能
讃
と
し
て
構
成
L

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
は
「
恐
ら
く
意
図

的
な
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
又
、
こ
の
芸
能
翠
と
い
う
事

に
関
し
て
は
、
公
宗
が
弾
ず
る
「
玉
樹
三
女
ノ
序
」
を
聴
い
た
孝
重
が
そ
れ
を

不
吉
な
曲
と
し
た
、
前
兆
語
と
し
て
の
側
面
か
ら
詳
し
く
検
証
さ
れ
た
十
束
順

(
注
日
)

子
氏
の
論
も
あ
る
。

公
宗
の
遺
児
に
つ
い
て
の
追
求
が
、
女
性
哀
話
の
色
を
濃
く
す
る
こ
と
で
、

同
情
的
に
処
理
さ
れ
る
が
、
公
宗
の
藍
首
が
長
年
の
早
合
点
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
事
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
勿
論
、
護
良
親
王
の
鎌
倉

配
流
の
場
合
と
同
じ
く
、
実
行
に
つ
い
て
は
帝
も
十
分
知
り
な
が
ら
、
責
任
は

末
端
部
分
を
担
う
人
物
に
負
わ
せ
る
と
い
う
構
図
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

-27-

第
五
章
か
ら
の
新
し
い
展
開
と
し
て
の
第
六
章
で
は
、
巻
九
に
お
い
て

「足

注
M
)

利
殿
」
と
記
さ
れ
て
い
た
足
利
高
氏
の
呼
称
が
、
「
等
氏
卿
」
「
足
利
相
公
」

と
な
る
。
こ
れ
は
、
相
模
次
郎
時
行
征
圧
の
た
め
に
関
東
下
向
の
勅
命
を
受
け

た
高
氏
が
、
①
「
征
夷
将
軍
L

、
②

「東
八
箇
園
/
官
領
」
の
条
件
を
付
け
た

事
に
つ
い
て
、
「
此
雨
脇
陣
ハ
天
下
治
組
ノ
端
ナ
レ
パ
、
君
モ
能
々
御
思
案
ア
ル

ベ
カ
リ
ケ
ル
ヲ
、
申
請
ル
旨
-
一
任
テ
、
無

一左
右
一
勅
許
有
ケ
ル
コ
ソ
、
始
終
如

何
ト
ハ
質
へ
ケ
レ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
評
語
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
巻
十
二
に
「
哀
何
ナ
ル
不
思
議
モ
出
来
テ
、
武
家
執
一
四
海
権
一

世
中
ニ
又
成
カ
シ
ト
恩
フ
人
ノ
ミ
多
カ
リ
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
事
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
動
き
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
西
達
治

(
注
目
)

氏
が
「
『
太
平
記
』
第
二
部
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
達
成
し
た
建
武
中
興
を
・
つ
け

て
、
と
い
う
よ
り
は
建
武
中
興
を
達
成
す
る
途
上
で
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ

は
じ
め
た
、
源
平
二
氏
の
武
家
の
棟
梁
権
抗
争
が
源
氏
の
勝
利
に
帰
し
た
、
と

い
う
正
に
そ
の
事
実
を
中
心
に
す
え
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
展
開
す
る
様
々
の

事
件
や
人
間
の
運
命
を
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
中
に
つ
つ
み
込
み
な
が

ら
、
「
戦
記
」
と
い
う
行
動
の
様
式
を
ふ
ま
え
て
書
き
つ
づ
け
た
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
た
問
題
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
高
氏
が
条
件
と
し
て
提
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

「
尊

(
注
凶
)

氏
」
と
い
う
名
を
与
え
て
の
関
東
派
遣
が
、
巻
十
三
の
末
文
「
サ
テ
コ
ソ
等
氏

卿
ノ
威
勢
自
然
ニ
重
ク
成
テ
、
武
運
忽
ニ
開
ヶ
、
レ
パ
、
天
下
又
武
家
ノ
世
ト

ハ
成
ニ
ケ
リ
」
と
い
う
、
重
い
現
実
の
確
認
と
し
て
完
了
的
に
描
か
れ
る
の

で
あ
り
、
巻
十
こ
に
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
「
後
醍
醐
帝
↑
↓
足
利
高
氏
」
と

い
う
人
的
構
成
が
、
や
や
顕
在
化
す
る
形
の
「
帝
小
↓
尊
氏
」
と
い
う
構
図

と
し
て
、
予
言
的
に
提
示
さ
れ
た
の
が
巻
十
三
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

、主
(
1
)
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。

(
2
)
佐
藤
和
彦
氏
の
『
日
本
の
歴
史
日
南
北
朝
内
乱
』
(
小
学
館
)

ヲ令
。

よ

(
3
)
時
興
は
巻
十
に
お
い
て
も
自
害
せ
ず
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

巻
十
三
に
お
い
て
も
、
結
果
的
に
は
公
宗
を
死
へ
と
導
く
役
割
の
み
を

演
じ
て
、
以
後
、
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

(
4
)
黒
田
彰
氏
は
、
孝
子
伝
と
居
間
尺
讃
と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察

を
加
え
た
上
で
、
山
下
宏
明
氏
の
「
(
護
良
親
王
の
最
期
を
語
る
話
は
)

居
間
尺
の
故
事
を
踏
ま
え
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
の
「
新

潮
日
本
古
典
集
成
太
平
記
二
L

の
頭
注
に
言
及
、

「先
縦
(
故
事
)
が

史
実
を
厳
し
く
規
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
果
て
は
虚
構
さ
え
要
請
し
か

ね
な
い
、
軍
記
物
語
に
お
け
る
そ
の
叙
述
と
〈
中
世
史
記
〉
的
史
観
と

の
、
緊
張
の
機
制
を
見
通
す
こ
と
な
く
し
て
、
終
に
そ
の
叙
述
史
観
の

今
日
的
把
握
は
あ
り
得
ま
い
と
恩
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
(
和
泉
書
院
)
。

(
5
)
「
太
平
記
改
修
の
一
痕
跡
1

1

建
武
年
間
の
日
付
の
検
討
か
ら
|
|
」

(「長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
」
m
m
号
)
。

(
6
)
『
『
太
平
記
』
の
構
想
と
方
法
』
(
明
治
書
院
)
。

(
7
)
『
『
太
平
記
』
の
比
較
文
学
的
研
究
』
(
角
川
書
庖
)
。

(
8
)
『
吉
野
拾
遺
』
(
二
巻
本
)
上
巻
の
巻
末
話
。
『
芳
野
拾
造
物
語
』
(
凹

巻
本
・
貞
享
三
年
刊
三
冊
本
)
で
は
巻
一
の
十
三
話
・
十
四
話
(
『
吉

野
拾
遺
」
と
順
序
が
異
な
る
)
が
藤
房
説
話
。

(
9
)
引
用
は
群
書
類
従
本
に
よ
る
。

(
叩
)
藤
房
は
巻
十
二
に
お
い
て
も
、
恩
賞
を
処
理
す
る
「
奉
行
」
職
を
「
諌

言
ヲ
納
カ
ネ
テ
」
病
気
を
理
由
と
し
て
辞
任
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い

る。

(
日
)
(
注
8
)
に
記
し
た
「
吉
野
拾
遺
』
で
は
、
越
前
よ
り
来
た
「
刑
部
卿

。口
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義
助
朝
臣
L
の
語
っ
た
こ
と
と
し
て
、

「畑
六
郎
左
衛
門
時
能
と
い
ふ

兵
に
ま
も
ら
せ
」
て
い
る
「
越
前
の
園
鷹
巣
の
山
」
の
奥
で
見
か
け
た

「
痩
せ
衰
へ
た
る
僧
」
が

「藤
房
卿
の
御
面
影
」
に
似
て
い
る
と
い
う

事
で
「
一
僚
少
将
を
と
も
な
ひ
て
」
再
訪
し
た
と
こ
ろ
、
僧
の
姿
は
見

え
ず

「
こ
〉
も
又
う
き
世
の
人
の
と
ひ
く
れ
ば
空
行
く
雲
に
や
ど
求
め

て
む
」
と
の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
と
な
っ
て
い
る
。

(
ロ
)
「
『
太
平
記
』
に
お
け
る
公
家
の
形
象
||

坊
門
清
忠
と
西
国
寺
公
宗

ー
!
」
(
「
青
須
我
波
良
」
第

m号)。

(
日
)
「
『
太
平
記
』
巻
十
三

「北
山
殿
之
事
」
小
考

1|
前
兆
讃
に
つ
い
て

1
1

」
(
『
梁
塵
日
本
歌
謡
と
そ
の
周
辺
』
〈
桜
楓
社
〉
所
収
)
。

(
日
)
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
足
利
高
氏
の
役
割

l
l

『
太
平
記
』

巻
九
の
構
成
と
展
開
|
|
L
(
『
樟
蔭
国
文
学
』
却
)
に
お
い
て
も
述

べ
た
。

(
日
)
『
太
平
記
論
序
説
』

(
桜
楓
社
)
。

(
同
)
『
公
卿
補
任
』
は
、
一
冗
弘
三
年

(
二二
三
三
)
八
月
五
日
、
非
参
議
・

従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
事
を
記
し
「
今
日
以
高
字
局
等
。
同
日
粂
武
厳

守
」
と
す
る
。
な
お
、
北
条
時
行
討
伐
に
尊
氏
が
出
立
し
た
の
は
建
武

二
年

(
一
三
三
五
)
八
月
で
あ
る
。
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